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   令和 3年度第 1回プラネタリウム館運営協議会会議録（概要） 

１．開催日時 令和 3年 6月 25日(金)午後 3時 30分から 4時 30分まで 

２．開催場所 市役所本庁舎 4階中委員会室 

３．出 席 者 市役所会場での参加:松上会長、上田副会長、 田中委員、  

 Zoomでの参加：多賀委員、野崎委員、浅野委員 

 事務局：井上教育長（挨拶のみ）、石田センター長、高花主幹、 

     岸下主査補、長谷川主任主事 

４．欠 席 者  なし 

５．傍 聴 者 なし 

６．議 題 ①令和 2年度の事業報告について        （公 開） 

       ②令和 3年度事業実施状況について       （公 開） 

       ③その他                  （公 開） 

７．配布資料  

  資料①-1 令和 2(2020)年度事業報告 

  資料①-2 プラネタリウム来館者集計(令和 2年度) 

  資料①-3 令和 2年度 新型コロナウイルス感染症拡大により中止・変更した事業 

    資料②-1 令和 3(2021)年度事業計画 

  資料②-2 プラネタリウム館来館者集計 平成 31年 5月・令和 3年 5月 

  資料③  天文講演会「トークライブはやぶさ 2最前線」チラシ 

  資料④  中学校理科天体学習の流れ「地球と宇宙」 

                   

８．会議での確認・承認事項 

   ①令和 2 年度事業結果の確認 

   ②令和 3年度事業経過の確認 

   ③令和 3年度事業計画の確認‥天文講演会と中学理科学習について 

 

９．議 事 以下のとおり 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

井上教育長は挨拶の後退出。その後、松上会長の司会のもと会議を進める。 

 

議題①「令和 2年度の事業について」事務局より報告を行う。 

資料①-1、資料①-2、資料①-3  参照 

 令和 2 年度も、当初は例年並みの事業を計画していたが、新型コロナウイ

ルスの感染性拡大により多くの事業を中止とした。資料①-3参照。 

計画していた事業で中止した投映は約 165 回。それに加え予約団体の投映も

大幅に減少し、来館者数、歳入は、かつてない少なさであった。 

 その様な状況の中で、令和 2年度、実施した事業は、資料①-1参照。 

 定員を 30人に絞ったため、入場をお断りすることもあった。 
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 星を見る会は、予約制としたため、毎回 30人の定員が早々に埋まってしま

った。予約にすることにより、星見会当日の受付がスムーズになり、屋上観

望時の混雑も避けることができるが、天気が悪いと、キャンセルが多くでる

ことが難点である。 

 令和２年度の事業については、前回１月の会議でも報告しているので、以

上である。 

 

令和 2年度プラネタリウム事業報告について意見はあるか 

 

学習・幼稚園・保育園団体の来館状況について説明をお願いする。 

 

 資料①-2の中ページ「令和 2年度 学習利用状況（市内）」を参照。 

 市内の小学 4 年生は、通常夏・秋・冬と年 3 回くるところ、冬の投映が緊

急事態宣言の発令によりすべてキャンセルされ、各校１回から 2 回の来館と

なった。 

 小学 6 年生と中学 3 年生は来館時期がちょうど規制が緩和された 9 月から

12 月だったため、6 年生の１校を除き、全ての学校が来館できた。時間の都

合で、学校での来館が難しい学校には、個人で来館してもらった。 

 市外の学校については、例年 30校程来館するところ、10校の来館であった。 

 幼稚園・保育園については、通常市内すべての園が来館するが、前年度は

１園のみ。市外も通常 30園程のところ 12園の来園であった。 

 予約の状況を見て、学校より、幼稚園、保育園の方が、新型コロナウイル

スに対する警戒が厳しいと感じた。園児が園外へ出かける時、保護者への説

明、許可を取るための、感染症予防対策について、どのようなことをしてい

るのかと多くの質問が寄せられた。小さい子に密を避けるよう指導するのは

難しいため、園外での活動に、より注意が必要とされているのを感じた。 

 

この様な状況で、印西の学校が７校来館してくれたのは素晴らしい。 

 

市内の学校はすべて来館したのか。 

 

 学校として、団体で来館できなかったのが、資料①-2 の中ページ「令和 2

年度 学習利用状況（市内）」の表で※印がついている 2 校である。この学

校の生徒に対しては、学校のない土曜、日曜、祝日の午前中に、クラスごと

に時間指定で学習投映日を設け、個人で来館してもらった。七次台小 4年生 4

クラスに 4回、南山小 6年生 3クラス 3回の投映を行った。 

 

 幼児団体で、市内は保育園１園のみ来館しているが、普段はどれくらい来
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館しているのか。 

 

 同資料中、折れ線グラフを参考。 

 通常では、市内ほぼすべての園が来館するので、人数でいうと 900人前後。

園としては、幼稚園、保育園、それぞれ 7園程度。 

 

 幼稚園としてプラネタリウムに行く予定は立てていた。行事を行うのに模

索しながらの１年であり、園内行事も、通常とはやり方を変えて行ってきた。

その中でいろいろな人と接する機会が多くなる園外に出かけるのは、一番不

安な面があった。 

 

 印西市の学校にも、もっとプラネタリウムを利用してもらうために、なに

か行っているのか。 

 

 通常であれば、印西市も、旧印旛村地区の一部学校を除き、全ての学校が

プラネタリウムを利用している。今回は、人数が少なく、小回りのきく、本

埜、船穂、六合などの学校が来館した。他の学校でも、予約を入れたが、緊

急事態宣言がでて、延期、延期を重ねて、結局来られなかったという学校も

ある。 

 

大型バスで密になることを避けるため、今回は来館しなかったということか。 

 

そのように考えられる。 

 

 他に意見・質問はあるか。では「令和 3 年度事業実施状況」について報告

をお願いする。 

 

 資料②-1 参照。演奏者を呼び、人が集まるライブコンサートは今年度も行

わないが、昨年度中止していた小さな子ども向けの「ひよこプラネタリウム」

と妊産婦とその家族向けの「にんさんぷラネタリウム with図書館」は再開し

た。定員も 30人から、ドーム座席数の約半数になる 40人に増やした。 

 4月、5月に行った「ひよこプラネタリウム」には、土曜の回は 4月 33人、

5月 36人が来館したが、水曜日の回には 12人、4人と少なかった。木曜日に

行った「にんさんぷラネタリウム with図書館」は来館者ゼロだった。 

 通常だと、平日は友達と一緒に来館する方が多いが、人と会うのを避け、

行動が家族単位になっているためと思われる。 

 今年、特別観望会ができないため急遽 2 回行った「皆既月食直前投映」に

は、それぞれ、ほぼ定員の 40名が来館し、特別な天文現象への興味関心の高
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さを感じた。 

 土曜、日曜の一般投映の来館者数は、例年より、毎月 100 人程少なく、多

くの人がまだ来館を控えている様子が伺える。 

 今後の予定としては、8 月 21 日に、昨年度中止した「はやぶさ 2」の天文

講演会を行う。資料③参照。会場は大ホールで、定員は座席数の半分の 400

人。７月 1 日から募集を始める。その募集に先だち、昨年の講演会に申し込

まれた 170人ほどには、今年度も申し込むか打診中である。100人程は確実だ

と思うが、その他、新たにどれほどの申し込みがくるか予測がつかない。 

 

 令和 3年度の事業について意見・質問はあるか。 

 

 参考までに、今年度、文化会館で行った事業の様子を教えて欲しい。 

 

 自主事業は、まだ行っていないが、７月 10日に警察音楽隊のコンサートを

行う。今年度は他に、昨年中止となったピアノのコンサートと落語を予定し

ている。人数は、ガイドラインで決めているとおり、定員の半数、400人とす

る予定。 

 お手元にある天文講演会のチラシは、これから市内の全小学 4 年生約 630

人と、中学校を含め、各学校 20 枚配布予定である。昨年度は、市内の小学 4

年生から 6 年生全員分チラシを準備していたが、全て廃棄となった。今年度

は定員が前年度の半数なため配布数も減らした。 

 予測がつかないことが多いが、結果について、次回の会議で報告する。 

 

他に意見はあるか。では、その他の議題についてお願いする。 

 

 資料④参照。昨年度中学の学習指導要領が改訂され、教科書が今年度から

変わった。前々年度に改訂された小学校程の大きな変更はなかった。当館の

プログラムは、いろいろ盛り込んでいるので、資料④中※印の 3 か所の部分

は、アンケートと共に、理科担当の先生と打ち合わせを行い、それぞれの学

校で必要かどうか選択してもらう。プラネタリウムならではの内容をメイン

に 1時間で投映を行っている。 

 

 中学校で何回も利用しているが、プラネタリウムは大変ありがたい。選択

部分についてだが、月の見え方を選択にしたのは良い。自分だったら大丈夫

という。金星の見え方は、入試を意識したとのことだが、学力の高い子には

ありがたい内容である。 

 学校で 2 ヶ月かけて行う単元を 1 時間で行うので、少数の学力の高い子に

は、よくわかると思うが、逆に苦手な子には、最後の宇宙旅行や星の動きの



5 

 

 

 

 

●● 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●● 

 

 

軌跡を見るバームクーヘンの方が印象に残る。なので、きれいだったなとか、

星っていいなという部分をもう少し多くても良いと思う 

 

他に意見はあるか。 

 

 最後に、文化センターのあり方検討について報告を行う。 

 今年 1月から、文化センターあり方検討委員会による調査・審議を開始し、

これまでに 2 回会議を開催した。ここで、文化センターのあり方を検討する

ことになった経緯や、市の財政状況、文化センターの運営について説明を行

い、委員の方々の議論の土台となる共通認識を持った。 

 これから、調査・審議を本格的に開始するにあたり、利用者をはじめとす

る市民や関係団体に、今後の文化センターの利用方法に関して意見を集め審

議の参考としたい。運営協議会委員の皆さまからも関係団体として、意見を

もらいたいので、実施時期や質問内容の詳細が決まったら、協力願いたい。 

  

何か質問や意見はあるか。 

では、これで令和 3年度第 1回目のプラネタリウム館運営協議会を終了する。 

 

以上 

 

 

 


